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授業概要 

 組込みシステムで用いられているハードウェアとして、マイクロコンピュータ以外に自分で 

内部の回路構造がプログラミング可能なFPGAがある。 
本講義ではFPGAを用いて、実際に実習ボードを用いて回路設計を行う。 

到達目標 
 １．組込みシステム技術について説明することができる。 

２．実習用ボードを使用して、回路をデザインすることができる。 

評価方法 演習課題 ５０％、自宅学習レポート ５０％で評価する。 

教科書等 配布資料 

 内  容 （１５週間で授業を９回実施する。なお、１回の自宅演習は２００分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回  

第 ２回  

第 ３回  

第 ４回  

第 ５回  

第 ６回  

第 ７回  

第 ８回  

第 ９回  

 

 

 

 

 

 

組込みシステムについて。FPGA実習ボードの解説 
ハードウェア設計について 

FPGA実習[LEDの制御(1)] 
FPGA実習[LEDの制御(2)] 
FPGA実習[7セグメントLEDの制御(1)] 
FPGA実習[7セグメントLEDの制御(2)] 
FPGA実習[スイッチによる制御(1)] 
FPGA実習[スイッチによる制御(2)] 
FPGA実習[総合演習] 
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（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 

Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

    ◎      



ＩＣ応用回路 ５年 

 

 現在、多くの家電製品や電子機器内に組込みシステムが用いられている。組込みシステムとは、マイクロコ

ンピュータとメモリや外部機器制御用インタフェース、センサ用インタフェースをワンボードに搭載した小型

のコンピュータシステムである。組込みシステムでは、配線を変更せずプログラムを用いて制御方法を変更す

ることが可能なFPGA（Field Programmable Gate Array）を用いることで、非常に柔軟なシステムの構築が可能
となっている。 

 本講義では、FPGA実習ボードを使用して、回路をデザインする方法や、回路の動作を確認し、電子回路につい
ての理解を深める。 

 

【第１回】 

 組込みシステム技術とは何かという視点から動作原理

を学ぶ。また、実習ボードを使用し、コンピュータを使

って回路を構築する方法を習得する。 

 

【第２回】 

 FPGAを用いた回路設計法について解説する。また、F
PGAのプログラミング方法について解説し、FPGA実習
ボードを用いて演習する。 

 

【第３回～第４回】 

FPGA実習ボードを用いて、実習ボードに搭載されてい
る複数個の発光ダイオードの制御方法について解説し、

演習を行う。 

 

【第５回～第６回】 

FPGA実習ボードを用いて、実習ボードに搭載されている７セグメントの発光ダイオードの制御方法について解説
し、演習を行う。 

 

【第７回～第８回】 

FPGA実習ボードを用いて、実習ボードに搭載されているスイッチの入力の取得方法について解説し、スイッチを
用いた回路の演習を行う。 

 

【第９回】 

FPGA実習ボードを用いて、これまで講義で解説した内容を総合的に演習する。 
 

FPGA実習ボード 


